
令和５年度
吉井川・旭川・高梁川水害タイムライン検討会説明資料

～出水期に向けて～



位置付け タイムライン 検討会

タイムラインの作成
・旭川水害タイムライン(H29.3完成)
・高梁川水害タイムライン(R1.6完成)
・吉井川水害タイムライン(R2.6完成)

当年度タイムラインの運用確認

＜出水が想定される場合＞
タイムラインを運用

＜大規模な出水がなかった場合＞
訓練時にタイムラインを活用

＜出水が想定される場合＞
タイムライン運用状況の記録の依頼

＜大規模な出水がなかった場合＞
訓練の実施

出水対応や訓練の振返り
・出水対応や訓練の結果を踏まえた、
課題やその要因、改善点を確認

振返りアンケート実施
振返り検討会の実施
・出水対応や訓練の結果を踏まえた、課題や
その要因を共有し、改善に向けて意見交換

タイムラインの改善
・タイムラインに係る課題を改善

改善検討会の実施
・タイムラインの改善案を協議し、改善内容
を決定

検討会の目的
 本検討会では、令和5年度の出水期におけるタイムラインを有効活用した円滑な出水対応
に向けて、タイムライン構成機関の顔合わせ、タイムラインの概要や運用方法、留意点等
の確認を行う。
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検討会のスケジュール
時間 検討会の内容

15：00～15：05 １．開会

15：05～15：35
２．タイムラインの概要説明
 タイムラインの概要（導入編）
 タイムラインの運用・活用方法（活用編）

15：35～15：50 ３．令和４年度の運用結果と改善状況

15：50～16：05 ４．令和５年度出水期の運用に向けて
 タイムラインの運用上の留意点と対応

16：05～16：15
５．連絡事項
 ウェビナーの開催
 今後の予定

16：15～16：25 ６．講評
16：25～16：30 ７．開会
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2. タイムラインの概要説明
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（１）タイムラインの概要
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※タイムライン解説動画を基に説明

https://youtu.be/Ynq8hZ6vYz4


（２）タイムラインの運用・活用方法
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※タイムライン解説動画を基に説明

https://youtu.be/v4l7yZTnt1U


３．令和４年度の運用結果と改善状況
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令和4年度のタイムラインの発動、レベル移行状況

 令和4年度は、台風進路や早期注意情報を
基に計9回タイムラインを発動

 特に7月から8月にかけては、大気の状態が
不安定な状態が続き、7月は22日間、8月
は19日間タイムラインを運用した。

運用時期 発動、レベル移行要因 レベル

7/4～7/14
（11日間）

台風第4号 7/4：レベル0-2
早期注意情報「中」 7/6：レベル0-2継続
早期注意情報「中」 7/13：レベル0-2継続
早期注意情報「中」の解除 7/14：解除

7/15～7/22
（8日間）

大雨警報の発表（前線の停滞、大気不安定） 7/15：レベル1
大雨警報解除
早期注意情報「中」 7/15：レベル0-2移行

早期注意情報「中」の解除 7/22：解除
7/26～7/28
（3日間）

早期注意情報「中」 7/26：レベル0-2
早期注意情報「中」の解除 7/28：解除

8/5～8/8
（4日間）

早期注意情報「中」 8/5：レベル0-2
早期注意情報「中」の解除 8/8：解除

8/12～8/18
（7日間）

早期注意情報「中」 8/12：レベル0-2
早期注意情報「中」 8/15：レベル0-2
早期注意情報「中」 8/16：レベル1
早期注意情報「中」の解除 8/18：解除

8/19～8/22
（4日間）

早期注意情報「中」 8/19：レベル0-2
早期注意情報「中」の解除 8/22：解除

8/23～8/24
（2日間）

早期注意情報「中」 8/23：レベル0-2
早期注意情報「中」の解除 8/24：解除

8/30～9/6
（8日間）

早期注意情報「中」 8/30：レベル0-1 ※
台風第11号 9/2：レベル0-2移行
台風第11号 9/2：レベル1移行
台風第11号の影響が無くなる 9/6：解除

9/16～9/20
（5日間）

台風第14号 9/16：レベル0-2 ※
台風第14号 9/18：レベル1移行
台風第14号の影響がなくなる 9/20：解除

タイムライン運用状況（青字：レベル1以上に移行した出水 ※：オンライン情報共有を実施）

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

7月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

8月

TLレベル0-1 7

15

TLレベル0-2 TLレベル1



タイムラインレベル1に移行した出水

 令和4年出水期には、タイムラインレベル1に移行した出水が4回あった。
 特に台風第14号では、19日には多くの市町で気象警報（大雨・洪水・防風・波浪・高潮）が発表され、台風による
暴風や高潮を警戒した避難情報が発令された。
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7/15～7/22（前線の影響）
7月15日 14時30分レベル1発動
岡山県北部に大雨警報（浸水）が発令
されたため

7月15日 17時00分レベル0-2移行
早期注意情報が、18日から19日にかけ
て大雨の警報級の可能性［中］のため

7月22日 17時15分解除

8/12～8/18（大気不安定）
8月12日 15時35分
レベル0-2発動
早期注意情報に、大雨の警報
級の可能性［中］が予定され
るため

8月16日 17時55分
レベル1移行
早期注意情報が、17日から18
日にかけて［中］のため

8月18日 9時25分解除

8月30日 17時00分レベル0-1発動
早期注意情報が、9月1日に大雨の警報
級の可能性［中］のため

9月2日 15時30分オンライン情
報共有（レベル0-2移行）
9月2日 16時50分レベル0-2移行
台風第11号が中国地方に接近する予報
のため

9月5日 13時20分レベル1移行
台風第11号が中国地方に接近する予報の
ため

9月6日 16時50分解除

7月15日12時の天気図 8月12日15時の天気図

9月5日9時の天気図

出典：過去の天気図/気象庁

9月16日 13時30分
オンライン情報共有
15時：レベル0-2発動
中国地方に台風第14号が接近
する予報となっているため

9月16日 17時55分
レベル1移行
台風第14号接近のため

9月20日 11時45分解除 9月19日9時の天気図

8/30～9/6（大気不安定、台風第11号）
9/16～9/20（台風第14号）



令和4年度に明らかになった課題と改善状況

明らかになった課題 改善方針 具体の取組み内容

 タイムラインに対する関心
や理解の低下

 異動時の引継ぎが不十分

 タイムラインの理解促進や引
継ぎを効果的に行うための取
組みを推進する。

①タイムライン引き継ぎツール
の作成・活用

 出水対応がない場合におけ
る行動項目の妥当性の検証
が不十分

 行動項目の妥当性の検証が
実施し難い

 行動項目の妥当性を検証する
ための取組みを推進する。

②行動項目を検証しやすい
タイムラインの作成促進

③読み合わせ訓練の実施（継続）

 特に7月～8月におけるタイ
ムライン発動期間が長期に
わたった

 大雨の確度が高い状況に基づ
きタイムラインを発動する。

④タイムライン発動基準への
府県気象情報の追加

 情報共有や防災行動の進捗
共有の必要性に関する考え
が、各機関でバラつきがあ
る

 情報や進捗状況の共有対象や
共有方法を再検討する。

⑤防災行動共有システムの
操作性の向上、情報の追加

⑥気象台説明会とオンライン情報
共有の同時開催

 令和4年度のタイムライン運用を踏まえ、振返りアンケートや振返り検討会によって明ら
かになったタイムラインに関する課題と改善方針を確認。

 改善方針に関連した各テーマについて、意見交換。
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①タイムライン引き継ぎツールの作成・活用
 タイムラインの引継ぎや、構成機関自らがタイムラインを学習可能な特設サイトを構築。
 タイムラインの概要や検討会の開催状況（検討会資料や開催概要）、引継ぎツール（引継
ぎチェックリスト、解説動画）、タイムラインに関する質問（Q&A）が確認可能。

タイムライン特設サイト
トップページが表示
上記タブで情報を切り替え

タイムライン引継ぎツール タイムラインに関する質問
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検討会の開催状況

タイムラインポータルサイトか
ら特設サイトにアクセス可能



②行動項目を検証しやすいタイムラインの作成促進
タイムライン総括表

 自機関の行動項目を一連で確認できるよう、縦軸を「関係機関＋行動項目（第1階層）」、横軸を
「時間軸」、表内を「行動項目（第2階層）」として整理している。

高梁川水害タイムライン（令和4年度版）総括表 試行版

説明会による情報収集
災害備品の購入
土のうの準備

雨量・河川水位情報の収集
【継続】

雨量・河川水位情報の収集　【継続】 雨量・河川水位情報の収集　【継続】

雨量・河川水位情報の収集
【継続】

現地情報の収集　【継続】

交通情報の収集　【継続】
タイムライン立ち上げ タイムラインレベル0（2日前準備）移行 タイムラインレベル1移行 タイムラインレベル2移行 タイムラインレベル3移行 タイムラインレベル4移行 タイムラインレベル5移行
今後の方針の検討 今後の方針の検討 今後の方針の検討 今後の方針の検討 今後の方針の検討 今後の方針の検討 今後の方針の検討

気象・台風情報の収集
【継続】

気象警報・注意報情報の収集　【継
続】

気象・台風情報の収集
【継続】

雨量・河川水位情報の収集
【継続】

雨量・河川水位情報の収集　【継続】 雨量・河川水位情報の収集　【継続】

気象警報・注意報情報の収集　【継
続】

説明会による情報収集
災害備品の購入
土のうの準備

気象警報・注意報情報の収集　　【継
続】

現地情報の収集　【継続】

雨量・河川水位情報の収集
【継続】

交通情報の収集　【継続】

タイムライン立ち上げ タイムラインレベル0（2日前準備）移行 タイムラインレベル1移行 タイムラインレベル2移行 タイムラインレベル3移行 タイムラインレベル4移行 タイムラインレベル5移行
今後の方針の検討 今後の方針の検討 今後の方針の検討 今後の方針の検討 今後の方針の検討 今後の方針の検討 今後の方針の検討

河川敷の設備等撤去の検討 占用者へ河川内専用物の撤去 占用者へ河川内専用物の撤去 排水活動要請
河川内公園施設の搬出依頼 河川敷緑地内設備等の撤去準備 排水活動の実施

河川敷緑地内設備等の撤去
河川・国道事務所
災害対策支部の設置
災害対策本部等設置の伝達・周知
防災体制の確認 防災エキスパートの派遣要請
関係機関への事前調整

リエゾン派遣の準備 リエゾンの派遣準備
リエゾン派遣の実施 リエゾンの派遣 リエゾンの派遣

情報の共有
雨量・河川水位情報の共有
【継続】

ホットラインの伝達 基準水位超過（3時間予測）の伝達 避難情報の伝達
危機管理メールの配信 避難情報の伝達

緊急情報の放送 緊急割り込み放送の実施
樋門・排水・取水ゲート操作員の
退避

樋門・排水・取水ゲート操作員の退避

緊急放送の実施
氾濫発生の記者発表の実施
対応状況の伝達・周知

気象・台風情報の収集
【継続】

気象警報・注意報情報の収集　【継
続】

気象・台風情報の収集
【継続】

雨量・河川水位情報の収集
【継続】

雨量・河川水位情報の収集　【継続】 雨量・河川水位情報の収集　【継続】

気象警報・注意報情報の収集　【継
続】

説明会による情報収集
災害備品の購入
土のうの準備

気象警報・注意報情報の収集　　【継
続】

現地情報の収集　【継続】

雨量・河川水位情報の収集
【継続】

交通情報の収集　【継続】

河川・国道事務所

岡山地方気象台

岡山河川事務所

タイムライン立ち上げ・レベル移
行の意思決定

情報の収集

関係機関への応援要請

情報の収集

情報の収集

タイムライン立ち上げ・レベル移
行の意思決定

国

タイムラインレベル

発動/移行基準

洪水・内水

土砂災害

体制の確立

地域限定情報伝達の実施

緊急対応の準備

・洪水警報の危険度分布（注意）
・洪水注意報
・大雨注意報
・大雨警報（浸水害）
・氾濫注意水位超過
・氾濫注意情報
・内水氾濫発生

・土砂災害に関するメッシュ情 報（注意）

・洪水警報�・洪水警報の危険度分布（警
戒）
・避難判断水位超過
・氾濫警戒情報
・中小河川の氾濫による浸水発生

・大雨警報（土砂災害）
・土砂災害に関するメッシュ情 報（警戒）

・洪水警報の危険度分布（危険）
・氾濫危険水位超過
・氾濫危険情報

・土砂災害警戒情報
・土砂災害に関するメッシュ情 報（危険）

・大雨特別警報（浸水害）
・洪水警報の危険度分布（災害切迫）
・氾濫発生情報
・災害発生情報
・堤防の決壊

・大雨特別警報（土砂災害）
・土砂災害に関するメッシュ情 報（災害切
迫）
・土砂災害の発生

レベル5レベル4レベル3レベル2レベル1レベル0-2（2日前準備）レベル0-1（3日前準備）

・台風：3日後に台風が高梁川流域に影響
するおそれ
・前線：早期注意情報（警報級の可能性）
【目安：3日後に影響】

・台風：2日後に台風が高梁川流域に影響
するおそれ
・前線：早期注意情報（警報級の可能性）
【目安：2日後に影響】

・早期注意情報（翌日までの警報級の可能
性）【目安：1日後に影響】

水防活動の実施

関係機関＋行動項目（第1階層） 行動項目（第2階層）

タイムラインレベル＋立上げ/移行トリガー
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②行動項目を検証しやすいタイムラインの作成促進
自治体タイムライン、各機関タイムラインの作成推進
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 自治体版タイムラインを、引き続き推進。また、支援要望に応じて、自治体以外の各機関
版タイムラインの作成支援（情報提供や勉強会等）。

＜自治体版タイムライン作成済＞
岡山県危機管理室、鏡野町、井原市、新見市、久米南町、玉野市、赤磐市、高梁市、
岡山市北区役所、高梁川用水土地改良区、浅口市、備前市、美咲町（事務局把握）、広島県（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ）

5% 0%
5%

76%

14%

30%

7%

26%

35%

2%
 自治体版タイムラインの作成状況（令和4年度）

選択肢 回答数
作成済 13
着手中 3

作成を検討中 11
作成の予定はない 15

支援があれば作成する 1(里庄町)

 各機関版タイムラインの作成状況（令和4年度）
選択肢 回答数
作成済 1
着手中 0

作成を検討中 1
作成の予定はない 16

支援があれば作成する
3

（岡山電気軌道、
山陽放送、中鉄
北部バス）

＜各機関版版タイムライン作成済＞ 西日本電信電話



参考：自治体版タイムラインの作成推進の経緯
 平成30年7月豪雨災害を受け、水系内の水害対応に関連する機関が情報を共有しスムーズな連携を

行うことを目指した、各河川水害タイムラインを作成。
 一方で、各河川水害タイムラインだけでは、自機関の対応が網羅できていないため、各河川水害タ

イムラインを活用しずらいといった課題が寄せられた。
 また、平成30年7月豪雨においては、庁内連携に関する教訓（福祉避難所に係る部局間の連携、本

部と区本部、各部で決定する事項が不明確等）も明らかになった。
 このため、各自治体内の水害対応における関係部署間の連携の見える化を行うことを目指した自治

体版タイムラインの作成の取り組みを進める。

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

岡山河川事務所 住民等倉敷市気象・水象情報

水防団待機水位到達
矢掛水位観測所（水位３．０m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
矢掛水位観測所（水位４．０m）

注意体制

避難判断水位到達
矢掛水位観測所（水位４．２m）

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
矢掛水位観測所（水位４．５m）

洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○水防団待機

配備前体制

警戒体制

第１次非常配備体制

避難勧告

○毎時又は30分毎に河川水位、雨量を確認

○20分毎に河川水位を確認

○避難所開設の準備

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報）

◇大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する気象庁台風説明会

○避難が必要な状況が夜間・
早朝の場合は、避難準備・高
齢者等避難開始の発令判断○必要に応じ、助言の要請

○連絡要員の配置

○管理職の配置

○市長若しくは代理者の登庁

○リエゾンの派遣

○巡視・水防活動状況報告

○休校の判断、体制の確認等

○水防警報（指示）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○要配慮者施設、大規模事業
者に洪水予報伝達

◇台風予報 -72h

-48h

-24h

0h

○出水時点検（巡視）
○CCTVによる監視強化

【注意体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○漏水・侵食情報提供

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）

○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表

○水防団等への注意喚起

○避難者への支援

※台風上陸

◇台風に関する岡山県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

○台風に関する気象庁台風説明会

○ホットライン（岡山地方気象台）

第２次非常配備体制

○災害対策本部を設置

-17h
程度

-2.5h
程度

-1.5h
程度

（必要に応じ実施）

◇暴風波浪警報発表

○防災エキスパート等の要請

◇大雨特別警報発表

○災害対策機械の派遣要請

○災害対策機械の派遣

-6h
程度

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認
○協力機関の体制確認・防災エキスパート等の確認
○３時間水位予測に基づき、必要に応じ市長へ注意喚
起（以降継続的に対応）

○河川敷での工事の安全確認
○維持工事業者・河川巡視員への情報提供

○施設（堰・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○水位予測
（氾濫注意水位を超えてから3時間毎） ○ホットライン（事務所長）

○重点区間の監視

（市長）

○水防団準備・出動

○水防活動指示

※気象・水象情報に関する発表等のタイミング
については、地域・事象によって、異なります。

○ホットライン（事務所長） （市長）

○自衛隊への派遣要請（市長→知事）

○水門、樋門、排水機場の操作員への避難指示
（氾濫危険水位を超えさらに上昇が見込まれるとき）

○水位予測
（氾濫危険水位を超える恐れのある
ところから毎正時）

○排水機場停止（HWL到達時）

○施設操作員の避難 ○水防団の退避
（河川状況を確認しながら） （河川状況を確認しながら）

○ホットライン（事務所長）
(HWL到達の恐れがある場合）

（市長）

○漏水・侵食の発生（水防団・住民発見）

○内水被害発生
（真谷川沿川、二万谷川沿川
末政川沿川、高馬川沿川等）

小田川
矢掛水位観測所

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。
※時間経過や対応項目については平成１６年１０月台風２３号洪水による気象状況、現在の防災業務に関する計画等を参考に記載している。
※このタイムラインは住民避難勧告の発令に着目したものであり、今後台風接近等の事態に至った場合の対応を実践し、その有効性の検証を行い、実践的に改善するものである。

-72h

-48h

-24h

レ
ベ
ル

１

レ
ベ
ル

２
注
意

レ
ベ
ル

３
警
戒

レ
ベ
ル

４
危
険

レ
ベ
ル
５

【警戒体制】

避難完了

要配慮者避難開始

避難開始

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による避
難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

○防災グッズの準備

○自宅保全

○防災無線、携帯メール等による避
難指示の受信

最終的な危機回避行動

○防災無線、携帯メール等による避
難勧告の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

氾濫発生

Ｈ２９年３月

避難準備・高齢者
等避難開始

避難指示（緊急）

決壊の通報

避難勧告等の発令に
着目したタイムライン

避難対応・水防活動
が中心

A市自治体版
タイムライン

吉井川・高梁川・旭川
水害タイムライン

13

自治体が行う防災対応全般
(自治体の防災対応に係る部局の

対応全般を整理)

多機関が係る防災対応
が中心

多機関連携の強化庁内連携の強化



③読み合わせ訓練の実施（継続）

14

 令和5年度も引き続き、読み合わせ訓練を実施。

＜読み合わせ訓練の概要＞
① タイムラインレベル毎の状況と、タイムライン上の主な対応を説明
② 参加機関はタイムラインの印刷物または防災行動共有システム画面により、各自で防
災行動項目を探し、防災行動項目の内容や役割を確認。

③ 上記をレベル毎に、防災行動項目の不足や不明点について意見交換する。

タイムラインレベル2
イメージする状況

2021/07/0515:00

平成30年7月豪雨による内水被害

イメージ

2021/07/0515:00

イメージ

事例

出典：平成30年7月豪雨内水被害/国土交通省

氾濫注意水位を
超過

4

タイムラインレベル2
河川・ダム・道路 グループ

出典：瀬戸内放送ホームページ（令和4年8月14日大雨）

出典：中国電力ホームページ（新成羽川ダム）

道路通行止め（内水）の実施

出典：岡山河川事務所線ホームページ

河川パトロール

ダム操作の実施

出典：減災対策協議会資料（令和2年度岡山県の取組）

水防活動の実施

危
機
管
理
課

土
木
部

美
作
県
民
局

備
前
県
民
局

危
機
管
理
室

道
路
港
湾

下
水
道
河
川

下
水
道
施
設

下
水
道
保
全

農
村
整
備

東
区
役
所

消
防
局
企
画

消
防
局
警
防

気象・台風情報の収集　【継続】 共通 1
全般・地方・府県気象情報、台風情報、台風5日進
路予報、週間予報の確認

収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

気象警報・注意報情報の収集　【継続】 共通 2 早期注意情報（警報級の可能性）の確認 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

共通 3 タイムラインの立上げ協議（レベル0（3日前準備）） ◎ ◎ ◎ ◎

共通 4 台風進路予測、早期注意情報等から0hの設定 ◎ ◎ ◎ ◎

共通 5 防災体制のスケジュールの設定 ◎ ◎ ◎ ◎

共通 6
タイムライン立ち上げ（レベル0（3日前準備））の周
知

受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

共通 7 今後の方針の周知 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

共通 8 会議室の確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 9 連絡網の用意 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 10 本部設置の事前周知 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

資機材の準備 共通 11 水防資機材の確認 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

共通 12 課員の動員体制の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 13 県民局から市町村への注意喚起（文書送付） ○ ◎ ◎

共通 14 人員の確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 15 土のう・資機材の準備 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 16 土のうの配布 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

対応状況の伝達 共通 17 土のう配布状況の伝達（庁内） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 18 遊具等撤去時期の決定 ◎

対応行動 役割

岡
山
河
川
事
務
所

岡
山
国
道
事
務
所

岡山市 津
山
市

備
前
市

瀬
戸
内
市

岡山県 赤
磐
市

）
行動細目
（第2階層）

ハ
ザ
ー

ド

No
行動手順・内容

（第3階層）

岡
山
地
方
気
象
台

美
作
市

和
気
町

鏡
野
町

勝
央
町

苫
田
ダ
ム
管
理
所

レベル1移

岡山県、岡山地方気象台、岡山河川事務
所による今後の方針の決定

意思決定の周知

置準備 災害対策本部等の設置準備

希望市民への土のう配布

敷 等撤 検

体制の構築準備

①レベル毎の状況とタ
イムライン上の
主な対応を進行より説
明

②説明があった主な対応
を中心に、各機関で防災
行動項目を確認

③防災行動項目の
不足や不明点につ
いて意見交換



④タイムライン発動基準への府県気象情報の追加

15

 タイムライン発動基準を、早期注意情報（警報級の可能性）かつ府県気象情報の発表とし、
確度が高い状況に絞ってタイムラインを発動する。

タイムライン
レベル

気象予警報、河川情報、水位超過、現象等の目安
洪水・内水 土砂災害

レベル0-1
（3日前準
備）

・台風：3日後に台風が高梁川流域に影響するおそれ
・前線：早期注意情報（警報級の可能性）【目安：3日後に影響】

かつ 府県気象情報の発表
レベル0-2
（2日前準
備）

・台風：2日後に台風が高梁川流域に影響するおそれ
・前線：早期注意情報（警報級の可能性）【目安：2日後に影響】

かつ 府県気象情報の発表

レベル1 ・早期注意情報（翌日までの警報級の可能性）【目安：1日後に影響】
かつ 府県気象情報の発表

タイムライン発動基準の改善



参考
タイムライン発動基準の改善による発動期間の変化

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

7月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

8月

TLレベル0-1

16

15

TLレベル0-2 TLレベル1

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

7月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

8月

TLレベル0-1 TLレベル0-2

15

TLレベル1

 前頁の通り、タイムライン発動基準を改善した場合は、7月は改善前22日間から10日間
に、8月は19日間から8日間にタイムライン運用期間が減少する。

改善前 改善後
タイムライン運用期間

※大雨に関する岡山県気象情報の発表実績から作成



参考：気象情報の確認方法（気象庁HP）

気象庁HPより、
コンテンツの
「気象情報」を
選択

気象情報が発表
されている場合
は、黄色で表示

17



⑤防災行動共有システムの操作性の向上、情報の追加
防災行動共有システムの改善の方向性

18

 構成機関の登録により、時系列で防災
行動項目の実施状況が把握可能

 ログインや防災行動項目の登録に、手
間がかかる

図形式

 その時点における自治体ごとのタイム
ラインレベルや災害危険度が自動更新
され、俯瞰的に把握可能

 その時点の状況しかわからない

操作性を向上して、共有すべき情報を精査
＜当面の改修内容＞
・三川ログインの一本化
・画面遷移の修正

情報を増やし、更新履歴の把握を検討
＜当面の改修内容＞
・自治体災害対策本部設置情報の取得表示
・更新履歴の表示機能の追加

（・民間情報の自動取得調査）

表形式



⑤防災行動共有システムの操作性の向上、情報の追加
三川ログインの一本化

19

 これまで防災行動共有システムは三川それぞれで運用していたが、三川のログインを一本
化することにより、一つのシステムの中で水系を切り替えることが可能となる。

 これにより、複数のID・PWを覚える必要や、水系を切り替える度にログインし直す手間
が不要となる。

これまでの状態 三川ログイン一本化により
ポータルサイト トップページ

各水系の防災行
動共有システム

ログイン画面
が一本化

各水系のログイ
ン画面でID・

PWを入力

ポータルサイト トップページ

表形式

図形式



⑤防災行動共有システムの操作性の向上、情報の追加
画面遷移の修正

20

 防災行動共有システム（表形式）へログイン後、「確認機能」または「登録機能」の画面
から、防災行動実施状況を参照・登録する水系をプルダウン操作により切り替えることが
できる。

①初期画面では参加している水系のうち
西部に位置する水系のTL詳細版が表示
（高梁川→旭川→吉井川の優先順位）

②「水系名」のプルダウンから
表示したい水系を選択
（例：旭川を選択した場合）

①

②

③登録機能でも旭川水系の登録画面が表示される

確認機能
登録機能

■確認機能～登録機能の操作の流れ

③



時期
(目安)

TL
ﾚﾍﾞﾙ

オンライン情報共有 その他 時期
(目安)

TL
ﾚﾍﾞﾙ オンライン情報共有 そのほか連絡会議 意見交換会議

３日前 0-1
(3日前準備)

連絡会議①

意見交換
会議

常時接続
開始 ３日前 0-1

(3日前準備)

2日前 0-2
(2日前準備)

連絡会議② 2日前 0-2
(2日前準備)

１日前 1 連絡会議③ １日前 1

当日

2 連絡会議④

当日

2

3 3

4 4

5 5

同時開催

⑥気象台説明会とオンライン情報共有の同時開催

21

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
終
了
ま
で
常
時
接
続

 令和5年度におけるオンライン情報共有は、気象台が開催するオンライン会議・説明会と
同時開催とする。（台風や大雨の1～2日前に実施※台風接近や大雨が休日に予測される際には事前に実施する場合もある）

 オンライン情報共有は、行政機関以外に希望する機関にも参加頂くことが可能。
 常時接続は、令和5年度出水期は行政機関を対象に実施。

台風・
大雨
説明会

R4試行 R5改善

ｵﾝﾗｲﾝ
情報共有
連絡会議

気
象
台

常
時
接
続※

※

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
関
連
す
る

情
報
共
有
も
実
施



４．令和５年度出水期の運用に向けて
タイムラインの運用上の留意点と対応

22



①タイムラインと既存計画との関係性・留意点

 現在の多機関連携型タイムラインは、各機関の既存計画から、多機関が係る防災行動を中
心に抜粋したものとなっている。

 タイムラインに記載がある他機関の防災行動項目や、出水時に情報共有されるタイムラ
インレベルや他機関からの情報提供を把握することで、各機関は既存計画に則った出水
対応を円滑に行うことが可能。

地域防災計画・防災計画とタイムラインとの関係

地域防災計画地域防災計画
地域防災計画

防災計画
タイムライン

多機関が関
わる防災行
動を抽出 計画やマニュアルを見直し

た場合は、タイムラインとの
整合を確認し事務局に報告を
お願いします。

留意点
タイムラインで整理されている

防災行動項目や実施のタイミング
は、各機関の防災マニュアル等に
記載されている内容と整合を図る
必要があります。
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②タイムラインの立上げ
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 タイムライン立上げは水系全体としての判断となるため事務局が意思決定し、吉井川・高
梁川は岡山河川事務所、旭川は岡山市がメーリングリストにより通知する。

 メーリングリストのアドレスは、以下に示す通り。

高梁川水害タイムライン 検討会メンバー 各位

５月２０日に実施した事務局会議の結果を共有します。

■今後の気象情報

岡山地方気象台の情報によれば、岡山県北部に、大雨
で早期注意情報（警報級の可能性）が、本日２０日の夜
から明日２１日の夜遅くまでの間で「中」となっています。

■タイムラインレベル

今後の気象情報を確認する必要があるため、タイムライ
ンレベル「０-１」を発令します。

各機関におかれましては行動手順・内容について確認
いただきますとともに、今後の土砂災害や河川の増水、
落雷に注意してください。

メール（イメージ）

 旭川水害タイムライン メーリングリスト

 高梁川水害タイムライン メーリングリスト

 吉井川水害タイムライン メーリングリスト

取り扱い注意

担当者やメールアドレスが変更と
なった場合は、岡山河川事務所まで
連絡をお願いします。



③タイムラインレベルの移行

 レベル１以降は自治体ごとにレベルの時差が生じるため、発表される警戒レベル相当情
報やホットライン等の助言を踏まえ各自治体が意思決定する。

 各自治体のタイムラインレベル相当の状況は、防災行動共有システム（図形式）で確認
可能（自動反映）

 岡山河川事務所からは直轄河川の状況に応じてレベル移行メールを通知予定。

25

自治体の枠色で
タイムラインレベル相当
が表示



④タイムライン防災行動項目の確認
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 出水対応に向けて、タイムライン解説動画を活用しタイムラインレベルの状況や防災行
動の全体像を把握しながら、自機関の防災行動を確認してください。
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機
管
理
課
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木
部

美
作
県
民
局
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前
県
民
局

危
機
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理
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路
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下
水
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下
水
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施
設

下
水
道
保
全

農
村
整
備

東
区
役
所

消
防
局
企
画

消
防
局
警
防

気象・台風情報の収集　【継続】 共通 1
全般・地方・府県気象情報、台風情報、台風5日進
路予報、週間予報の確認

収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

気象警報・注意報情報の収集　【継続】 共通 2 早期注意情報（警報級の可能性）の確認 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

共通 3 タイムラインの立上げ協議（レベル0（3日前準備）） ◎ ◎ ◎ ◎

共通 4 台風進路予測、早期注意情報等から0hの設定 ◎ ◎ ◎ ◎

共通 5 防災体制のスケジュールの設定 ◎ ◎ ◎ ◎

共通 6
タイムライン立ち上げ（レベル0（3日前準備））の周
知

受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

共通 7 今後の方針の周知 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

共通 8 会議室の確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 9 連絡網の用意 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 10 本部設置の事前周知 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

資機材の準備 共通 11 水防資機材の確認 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

共通 12 課員の動員体制の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 13 県民局から市町村への注意喚起（文書送付） ○ ◎ ◎

共通 14 人員の確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 15 土のう・資機材の準備 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 16 土のうの配布 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

対応状況の伝達 共通 17 土のう配布状況の伝達（庁内） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

共通 18 遊具等撤去時期の決定 ◎
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レベル1移

岡山県、岡山地方気象台、岡山河川事務
所による今後の方針の決定

意思決定の周知

置準備 災害対策本部等の設置準備

希望市民への土のう配布

敷 等撤 検

体制の構築準備

②該当するタイムラインレベルにおけ
る自機関の防災行動を中心に確認

①動画でタイムラインレ
ベル毎の状況や防災行動
の全体像を確認

https://youtu.be/i-8S--Kew-Q



⑤出水対応における課題・改善点の記録

 振返り検討会において、出水対応における課題・改善点を議論を予定
⇒出水対応状況（課題や改善点）の記録をお願いします。
（出水期後にアンケートを実施予定）

27出水対応に対するアンケート（令和3年度の例）



まとめ
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①タイムラインと既存計画との関係性・留意点
 タイムラインと既存計画との内容やタイミングの整合を確認してくだ
さい。

②タイムラインの立上げ
 メールが受信できるよう、担当者や宛先が変わっていないか確認して
ください。

③タイムラインレベルの移行
 タイムラインレベル移行状況の把握方法（メールや防災行動共有シス
テム）を確認してください。

④タイムライン行動項目の確認
 各機関でタイムラインの防災行動項目を確認してください。

⑤出水対応における課題・改善点の記録
 出水対応中に把握した課題・改善点は記録してください。



５．連絡事項



コース ウェビナーの内容 主な対象者 時間

基礎
タイムラインの目的・効果・内容、
想定ハザード、被災シナリオの解説、
各機関の役割

新任担当者 13：00～13：50

活用 タイムライン運用方法、
タイムライン活用例の解説

タイムライン
未活用者 14：00～14：50

実践 水害シナリオに沿ったタイムライン
ポータルサイト操作演習

システム
未活用者 15：00～15：50

ウェビナーの開催

 出水期前検討会に加えて、タイムラインの有効活用方法や、ポータルサイト操作
方法などの説明や質疑応答を行うウェビナーを以下に示すコース別に開催。

開催日：6/23(金)、6月下旬、7月上旬、7月中旬 ※時間は下表を参照

 以下のいずれかのWebアンケートから参加希望などを6/22（木）までにご回答を
お願いします。

防災行動共有システム：

 Microsoftforms：

30

https://bousaikoudou.jpn.org/okayama3/index.php


ウェビナーとは？

 ウェビナーは、ウェブで実施するセミナーのことを示します。

 参加者の方は、Web会議に参加していただきます。

 ウェビナーでは、事務局からタイムラインについて説明します。その後、質疑応
答の時間を設けますので、不明点や疑問点がありましたらご質問下さい。

31

Web
ウ ェ ブ

Seminar
セ ミ ナ ー

ウェブからセミナーに参加セミナーをオンライン会議システム等で配信

説明

質問



今後の予定
 本検討会を踏まえ、各機関において令和5年出水期に向けた備えをお願いします。

 担当者が異動、また、連絡先が変更になる場合は、岡山河川事務所までご連絡を
お願いします。
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位置付け タイムライン 検討会

タイムラインの作成
・旭川水害タイムライン(H29.3完成)
・高梁川水害タイムライン(R1.6完成)
・吉井川水害タイムライン(R2.6完成)

当年度タイムラインの運用確認

＜出水が想定される場合＞
タイムラインを運用

＜大規模な出水がなかった場合＞
訓練時にタイムラインを活用

＜出水が想定される場合＞
タイムライン運用状況の記録の依頼

＜大規模な出水がなかった場合＞
訓練の実施

出水対応や訓練の振返り
・出水対応や訓練の結果を踏まえた、
課題やその要因、改善点を確認

振返りアンケート実施
振返り検討会の実施
・出水対応や訓練の結果を踏まえた、課題や
その要因を共有し、改善に向けて意見交換

タイムラインの改善
・タイムラインに係る課題を改善

改善検討会の実施
・タイムラインの改善案を協議し、改善内容
を決定

P

Ｄ

C

Ａ

出水期
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